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日 月 火 水 木 金 土
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西原冬あかり

燃

3 4 5 6 7 8 9
西原冬あかり

燃 缶 雑 プ 燃

10 11 12 13 14 15 16
村内一周
ウォーキング大会

建国記念の日 母子手帳発行
（午後）

３歳６ヶ月健診
（午後）

ＥＭ菌配布日

燃 不 新 プ 燃

17 18 19 20 21 22 23
人権相談所開設
（改善センター）
ひよこ学級（午後）

燃 缶 ペ プ 燃

24 25 26 27 28 1 2
のぎく祭り 母子手帳発行

（午後）
ＥＭ菌配布日
寿生大学
（改善センター）

燃 白 ダ プ 燃
■ごみは、燃：燃えるごみ／粗：粗大ごみ／缶：空き缶、空きビン／不：燃えないごみ／新：新聞紙／雑：雑誌、チラシ／
　ダ：ダンボール／ぺ：ペットボトル／白：牛乳パック、白色トレイ／プ：廃プラ容器類

毎月19日は「にしはら自己啓発の日」です。
月に一度は、自らの言動を振り返り、自己実現を目指しましょう。 22むらの月暦
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　平成25年度にしはら保育園臨時保育士・非常勤保育
士及び非常勤看護師を下記のとおり若干名募集します。
　詳細についてはお問い合わせください。

面接日：2月19日（火）午前10時から12時まで
場　所：西原村役場２階　小会議室
履歴書提出締め切り：２月15日（金）
　　　　　　　　　　午後５時まで
＊ 履歴書は役場住民課または、
　にしはら保育園へ提出してく
　ださい。
　【問い合わせ先】　
　　西原村役場住民課　☎２７９－４３９７
　　にしはら保育園　　☎２７９－２０５４

にしはら保育園臨時・非常勤保育士及び
非常勤看護師の募集について

日　時　：　２月 21 日（木曜日）　
　　　　　　午前 10 時から午後３時まで
場　所　：　西原村構造改善センター
相談員　：　西原村人権擁護委員

こんなことでお困りの方は、お気軽にご相談
ください。

◎差別や人権問題で困っているとき
◎ 家庭内のことや隣近所との関係で悩んでい
るとき
◎借地・借家・金銭問題で困っているとき
◎相続・遺言でなやんでいるとき
◎ いろいろな心配ごとや困りごとで悩んでい
るとき
※ 「ひとりで悩まず相談」をお願いします。

役場総務課

　この運動は、空気が乾燥し、ちょっとした不注意で火災が発生しやすい時季を迎えるにあたり、
火災予防思想の一層の普及を図り、もって火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死者の発
生を減少させ、財産の損出を防ぐことを目的として毎年実施しているものです。　
　まだまだ寒い日が続き、暖房器具の使用も続きます。みなさん、火の取り扱いには充分注意し
ましょう。

実施期間　　　平成 25 年 3 月 1 日（金）から 3月 7日〔木〕までの 7日間
全国統一標語　「消すまでは　出ない行かない　離れない」

住宅防火　いのちを守る 7つのポイント
3つの習慣
　・ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　 ※スプレー缶に注意！
　・ ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　・ 寝たばこは、絶対やめる。

4つの対策
　・ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　・ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　・ 寝具や衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防災製品を使用する。
　・ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制（声かけ）をつくる。

＊ 併せて、「山火事、車両火災予防運動」も実施されます。家庭や地域ぐるみで火の用心に心が
けましょう。

西 原 村 消 防 団
　高遊原南消防本部

特設 「人権相談所」特設 「人権相談所」
開設について開設について
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１
月
13
日
、
西
原
村
成
人
式
が
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
来
賓
に
村
議

会
議
員
を
は
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
・
社
会
教
育
委
員
や
小
学
校
の
恩
師

を
迎
え
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

対
象
者
は
66
人
で
し
た
。

　

開
式
前
に
、
小
中
学
校
時
代
の
思
い
出

の
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

る
と
、
出
席
者
は
懐
か
し
い
様
子
で
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
の
進
行
は
成
人
者
の
城
下
傑
さ
ん

が
務
め
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
国
歌
斉

唱
の
後
、
成
人
者
一
人
ひ
と
り
の
氏
名
を

小
学
校
の
恩
師
に
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
、

成
人
者
を
代
表
し
て
坂
田
亜
奈
さ
ん
に
、

日
置
村
長
か
ら
成
人
証
書
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
で
は
、
日
置
村
長
が
「
夢

や
希
望
を
持
っ
て
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん

で
も
ら
い
た
い
。
人
間
は
夢
や
希
望
を
持

つ
こ
と
に
よ
り
、
努
力
し
自
分
を
磨
き
人

と
の
つ
な
が
り
を
求
め
、
自
分
を
成
長
さ

せ
る
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

成
人
者
を
代
表
し
て
の
誓
い
の
言
葉
を
、

手
嶋
達
也
さ
ん
が
「
地
域
・
社
会
に
貢
献

し
、
支
え
て
い
く
側
の
一
員
と
し
て
努
力

し
、
西
原
村
を
誇
り
に
思
い
、
ど
こ
に
出

て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
大
人
に
な
り
ま

す
。」
と
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
後
は
、
恩
師
や
旧
友
と
の
久
し
ぶ
り

の
再
会
に
、
思
い
出
話
で
盛
り
上
が
り
、

晴
れ
姿
を
写
真
に
収
め
る
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
田
亜
奈
さ
ん
よ
り
一
言

　
（
証
書　

代
表
受
領
者
）

　
「
こ
れ
ま
で
色
々
な
人
に
支
え
ら
れ
て

成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
私
た
ち
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
人
に

恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。」

城
下
傑
さ
ん
よ
り
一
言
（
司
会
）

　
「
自
分
た
ち
が

こ
う
し
て
成
人
式

を
迎
え
ら
れ
る
の

も
、
親
や
家
族
・

先
生
・
友
人
等
周

り
の
方
々
か
ら
支

え
ら
れ
て
の
こ
と
な
の
で
、
そ
の
人
た
ち

へ
の
感
謝
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
成
人
と
し

て
の
責
任
を
も
っ
た
行
動
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。」

　

12
月
15
日
、
バ
レ
ー
協
会
主
催
の
冬
季

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
女
子
の
部
と
男
女
混
合
チ

ー
ム
総
勢
8
チ
ー
ム
で
の
参
加
が
あ
り
、

白
熱
し
た
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
男
女
混
合
の
部
に
お
い
て
は
、「
コ

ア
ラ
チ
ー
ム
」
が
優
勝
、
ま
た
女
子
の
部

で
は
、「
ジ
ョ
イ
フ
ル
チ
ー
ム
」
が
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
末
頃
に
は
、
春
季
大
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
! !

西
原
村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会　

事
務
局　

西
原
村
役
場
内　

松
永　

堀
田

電　

話　

２
７
９

３
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
７
９

３
４
３
８
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西
原
村
成
人
式

バ
レ
ー
協
会
主
催

冬
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

村の安全を守る！ 初春を飾る出初式
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平
成
25
年
の
新
春
を
飾
る
、
消
防
団
出
初
め
式
が
１

月
13
日
（
日
）、
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

東
田
団
長
以
下
２
１
０
名
の
団
員
と
、
23
台
の
小
型

動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
が
出
動
し
て
盛
大
に
式
が
行
な
わ

れ
た
中
で
、
日
置
和
彦
村
長
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
最
大

限
の
努
力
を
し
て
頂
く
よ
う
に
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、

続
い
て
東
田
団
長
よ
り
、
郷
土
は
自
ら
守
る
と
い
う
消

防
精
神
を
持
ち
、
村
民
の
み
な
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
、
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
頂
き

た
い
と
の
訓
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
恒
例
と
な
っ
た
、
に
し
は
ら
保
育
園
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
通
常
点
検
演
技

が
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
行
な
わ
れ
、
会
場
に
訪
れ

て
い
た
来
賓
や
保
護
者
、
ま
た
消
防
団
員
も
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
女
性
活
動
推
進
協
議
会
の
炊
き
出
し
に

よ
る
ぜ
ん
ざ
い
の
振
舞
い
、
ま
た
機
械
器
具
整
備
審
査

や
通
常
点
検
が
行
な
わ
れ
た
あ
と
、
下
小
森
堤
に
移
動

し
23
台
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
に
よ
る
一
斉
放
水

が
行
な
わ
れ
、
見
事
な
水
の
ア
ー
チ
を
描
き
出
し
て
い

ま
し
た
。

　　

各
種
表
彰
、
機
械
器
具
整
備
審
査
の
結
果
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

　

敬
称
略
、（　

）
内
の
数
字
は
分
団
名

【
退
職
団
員
の
部
】

■ 

消
防
庁
長
官
表
彰　

1
号
銀
杯
（
元
団
員
在
職
期

間
25
年
以
上
）

　

桂　

英
雄 

⑴　

草
野
英
吉
⑵　

小
城
義
明
⑶

　

 

消
防
庁
長
官
表
彰　

2
号
銀
杯
（
元
団
員
在
職
期

間
15
年
以
上
）

　

海
東
博
文
⑵　

坂
田
和
博
⑵　

古
田
茂
実
⑷

　

宮
田
基
弘
⑸　

吉
井　

誠
⑻　

堀
田
隆
二
⑻　

■
村
長
表
彰
（
元
団
員
在
職
期
間
10
年
以
上
）

　

米
本
一
昭
⑷　

【
現
団
員
の
部
】

■
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰　

功
績
賞
（
団
員
歴
20
年
）

　

酒
井
祐
治
⑸　

東　

正
幸
⑹　

西
村
一
亮
⑺

　

西
村　

太
⑺

　

 

熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰　

勤
績
賞
（
団
員
歴
15
年
）

　

山
口
祐
一
郎
⑵　

山
崎
智
幸
⑶　

阪
本
雄
一
郎
⑶

　

東　

竜
寛
⑶　

村
上
文
英
⑸　

稲
浦
晶
彦
⑸

　

時
國
正
弘
⑺　

野
田
和
光
⑺　

小
谷
桂
太
郎
⑻

　

堀
田
和
也
⑻　

■
村
長
表
彰　

分
団
推
薦

　

曽
我
和
博
⑴　

黒
木
豊
和
⑵　

山
西
健
吾
⑵　

　

坂
田
智
治
⑵　

渡
辺
安
英
⑶　

村
木
健
一
⑷

　

碇　

泰
樹
⑷　

竹
下
賀
詞
喜
⑸　

大
原
夏
彦
⑻

■
【
機
械
器
具
整
備
審
査
成
績
】

　

第
１
位　

第
４
分
団
第
１
班　
　

　

第
２
位　

第
２
分
団
第
２
班

　

第
３
位　

第
１
分
団
第
２
班

村の安全を守る！ 初春を飾る出初式村の安全を守る！ 初春を飾る出初式
－ 平成25年西原村消防団出初式 －

村の安全を守る！ 初春を飾る出初式
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12
月
19
日
、
真
和
館
に
お
い
て
、
カ

ラ
オ
ケ
出
前
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

こ
の
発
表
会
は
、「
な
か
ち
ゃ
ん
」
こ

と
中
島
春
次
さ
ん
（
河
原
）
の
企
画
に

よ
る
も
の
で
、
村
内
の
福
祉
施
設
へ
の

慰
問
の
た
め
定
期
的
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
ゲ
ス
ト
に
、「
三

味
線
藤
本
流　

華
音
会
」
を
お
招
き
し

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、
懐
か

し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま

し
た
。

　

中
島
さ
ん
か
ら
は
、「
今
後
も
慰
問
活

動
を
続
け
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
懐
か
し

い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
届
け
た
い
。」
と
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

1
月
7
日
、
村
民
体
育
館
に
お
い
て

西
原
村
剣
道
教
室
の
鏡
開
き
が
あ
り
ま

し
た
。
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
の
越

年
稽
古
も
あ
り
、
初
稽
古
と
い
う
わ
け

で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
新
し
い
年

を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
の
顔
は
み
ん
な

ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

稽
古
後
は
、
保
護
者
会
が
準
備
し
た

特
製
ぜ
ん
ざ
い
を
い
た
だ
き
、
保
育
園

児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
20
名
が
頬
張
る

姿
は
、可
愛
く
も
あ
り
、逞
し
く
も
あ
り
、

「
今
年
も
み
ん
な
で
頑
張
ろ
う
」
と
い
う

思
い
が
溢
れ
た
鏡
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
、
西
原
村
商
工
会
女
性
部

（
吉
岡
文
子
部
長
以
下
８
名
）
に
よ
り
、

役
場
横
の
花
壇
に
花
苗
が
植
え
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
遊
原
南
消
防
署
西
原
出
張

所
の
開
設
に
伴
い
、
周
辺
の
美
化
を
進
め

た
い
と
い
う
商
工
会
女
性
部
の
取
組
で

す
。
花
壇
に
は
、
葉
ボ
タ
ン
、
パ
ン
ジ
ー
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
等
の
花
苗
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

商
工
会
女
性
部
で
は
、
今
後
も
花
苗
植

え
等
の
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

12
月
19
日
、
西
原
中
学
校
に
二
宮
金

次
郎
像
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
西
原
村
出
身
の
米
田
宗
男

さ
ん
（
熊
本
市
在
住
）
に
よ
り
、「
生
徒

た
ち
に
、
世
の
中
の
た
め
に
な
る
人
に

育
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
想
い
で
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

除
幕
式
に
は
生
徒
会
（
中
村
寿
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を
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国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の算定および低所得者（世帯）における
軽減判定のための所得申告

　国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保
険および国民年金の各保険料（税）は、支払っ
た全額が年末調整・確定申告の際に社会保険料
として所得控除の対象になります。平成 24 年
1 月から 12 月までに納めた保険料（税）を領
収書や口座振替納付されている通帳、公的年金
源泉徴収票などで確認のうえ、確定申告の際に
忘れずに所得控除額として申告してください。
　なお、過年度未納分を納付されました方も控
除の対象となります。すでに年末調整をされて
いる方でも、各保険料（税）を控除として提出
されてない場合は、確定申告により控除が受け
られます。

※  年金天引き納付（特別徴収）をされている方
について
　通常は、ご自分の保険料（税）のほかに、生
計を共にする配偶者や、親族の保険料（税）を
支払った場合にも控除対象となりますが、年金
からの天引き納付の方においての社会保険料控
除は、天引き納付された方自身についてのみ社
会保険料控除が適用されます。これにより家族
の所得申告の社会保険料控除として控除するこ
とはできませんのでご注意ください。
○ 役場以外にて確定申告・住民税申告をされる
方につきましては、公的年金源泉徴収票の添
付（年金天引き納付の方は、源泉徴収票に納
付額が記載されております）、もしくは上記
各保険料（税）の納付証明書を役場各担当課
窓口にて申請され、その証明書を申告書に添
付してください。
○ 国民年金保険料の納付の詳細については、年
金事務所へお問い合わせください。

国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険・国民年金の保険料（税）は申告において
所得控除の対象になります

お問い合わせ先
申告・社会保険料控除について　　役場税務課住民税係　279-4395
国民健康保険税について　　　　　役場税務課国保税係　279-4395
後期高齢者保険料について　　　　役場住民課後期高齢者医療係　279-3113
介護保険料について　　　　　　　役場住民課介護保険係　279-4397
国民年金保険料について　　　　　熊本東年金事務所　096-367-8144

申告に関する大切なお知らせ

　各保険料（税）では、前年の収入に基づいて
算定及び軽減判定等をおこなうため、加入者及
びその世帯の世帯主の方は､ 収入のあるなしに
かかわらず申告をする必要があります。
（所得税や村県民税が非課税の場合や、遺族年
金・障害者年金のみ受給している方、所得が無
い方も所得無し（ゼロ円）の申告が必要です。）
未申告のままですと収入における所得額が不明
のため、所得に応じた算定ができず、また一定
所得以下の世帯を対象にした保険料（税）の低
所得者（世帯）に対する減額制度が受けられな
いなどの不都合が生じる場合があります。
　毎年確定申告期間（2 月 18 日～ 3 月 15 日）
に、申告会場にて受付しておりますので、必ず

所得の申告をお願いします。また、確定申告期
間以外の時期でも申告ができる場合もあります
ので、税務課へご相談ください。（住民税申告
のみ）
　なお、高額療養費の支給申請や､ 入院時食事
療養費の減額認定、介護サービス負担額等も所
得により限度額が判定され、未申告の場合は一
定以上の高所得者と同様の認定となります。よ
って収入の多少にかかわらず所得の申告をお願
いいたします。
　※ ただし公的年金受給者や、勤務先より給与
支払報告書が村に提出され、それ以外に収
入が無い方は、あらためて申告をする必要
はありません。
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　本村では、混雑を避けるため、地区ごとに日割りをさせていただきました。
　指定日以外に受付をされる場合、その日の指定日の方が優先となります。順番が変わることが
ありますので、あらかじめご了承ください。
　また、都合により指定日に申告出来ない方は、３月 15 日（金）までに必ず申告していただき
ますようお願いします。
※ 申告には所得の内容がわかる方がお越しください。

　確定申告が必要な方で、期限までに申告をされなかったり、申告期限を過ぎてから申告したり
すると、加算税や延滞税を納めなければならないことになります。
　また、申告されなかった方は、平成 24 年分の所得関係の税務証明ができない上、国民健康保
険税の減額制度も受けられませんのでご注意ください。　

所得税の確定申告をしなければならない方
①  昨年中の所得合計額から基礎控除、配偶者控除、扶養控除などの所得控除を差引き、その金額を
基として計算した税額が、配当控除額と年末調整の住宅借入金等特別控除額の合計額を超える方。

②  サラリーマンで、給与の年収が２千万円を超える方、給与所得や退職所得以外の各種所得金額
の合計額が 20 万円を超える方。

③ 二ヶ所以上から給与を受けている方で、年末調整をしていない方。

　税務署における平成 24 年分の贈与税の相談および申告の受付は、土日祝日を除く２月１日（金）
から３月 15 日（金）までです。
　個人事業者の方の消費税および地方消費税の申告と納付の期限は、４月１日（月）までです。

所得税の確定申告は自分で作成してお早めに
　申告期限は３月 15 日（金）までですが、期限間近になりますと税務署の窓口は大変混雑し、
長時間お待ちいただくことにもなりかねません。
　確定申告書は、昨年一年間の所得額と税額を正しく計算して記載し、早めに申告と納税を行い
ましょう。確定申告書の提出は郵送やインターネットを利用してイータックスで行うこともでき
ます。
　また、事業所得、不動産所得または山林所得のある白色申告者の方は、確定申告に「収支内訳書」
を添付することが義務付けられていますのでご注意ください。
◇  所得税の申告が済まれた方、および収入が給与のみで前年末に年末調整がお済の方は、住民税
の申告は不要です。

◇ 住民税は所得の多少にかかわらず申告する必要があります。
◇  国税庁のホームページに、税の申告等について詳しく掲載されています。また、イータックス
を利用した申告や申告書作成もできますのでご利用ください。

※  イータックスのご利用には、住基カードの交付を受けていること等が必要です。詳しくは、国
税庁ホームページでご確認ください。

国税庁ＨＰアドレス　http://www.nta.go.jp

確定申告相談期間：２月18日（月）～３月15日（金）まで
消費税申告相談期間：２月18日（月）～４月 1日（月）まで

確定申告がはじまります

平成 24 年分の所得税・贈与税の確定申告と納税、および住
民税の申告が始まります。
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確定申告に準備するもの

■ 印鑑（認印で可）
■ 給与所得者の方
　・源泉徴収票
　 （日稼ぎの方及び中途退職者の方は事業所
より源泉徴収票をもらってきてください）
■ 年金受給者の方
　・公的年金等の源泉徴収票
■ 事業所得者の方
　・収支計算書
　・収入及び経費の伝票
　・通帳・出荷証明書など
　 （収入支出の明細がわかるもの、免税肉用
牛については売却証明書の添付が必要）
■ 生命保険などで満期受取金があった方
　・受領金額、支払金額がわかる資料
■ 昨年農機具などを購入された方
　・ 契約書など購入金額、下取り金額が判明
できるもの

■ 社会保険料の控除を受けられる方
　（任意継続社会保険加入者など）
　・ 社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書や昨年中に払い込まれた領収書

■  生命保険・個人年金・地震保険・長期損
害保険の控除証明書

　（農協・郵便局・民間保険会社など）
■ 医療費控除を受けられる方
　・ 医療費の領収書及び医療費の明細書に記
入したもの

　・高額医療、受取共済金または保険金などの書類
　　 （以上の書類を整理してお持ちください。
明細書の封筒は役場税務課にあります。）

■ 初めて住宅借入金などの
　特別控除を受けられる方
　・源泉徴収票
　・ 売買契約書又は工事請負契約書
　　（収入印紙が貼ってあるもの）
　・土地家屋登記簿謄本
　・借入金の年末残高証明
　・住民票（3ヶ月以内）
　・還付申請者名義の預貯金通帳
■ 農業者年金掛金証明書

【問い合わせ先】

役場税務課　☎ 096-279-3111（内線 111・112）
阿蘇税務署　☎ 0967-22-0551

期　日 午　前 午　後
2月18日（月） 年金のみ 秋田・土林

2月19日（火） 万徳 万徳

2月20日（水） 下布田 上布田

2月21日（木） 北向・新屋敷 星ヶ丘・名ヶ迫

2月22日（金） 出の口（中組） 出の口（上・小牧組）

2月25日（月） 地区指定なし（税理士による無料相談）

2月26日（火） 宮山（中・西組）
宮山
（東・宮の山組）

2月27日（水） 下小森（宮の上・中村・上馬場）
下小森
（高瀬・小東・西の前）

2月28日（木） 八景台・馬場・小園 古閑・上鳥子

3月1日（金） 袴野・小森の里 前鶴・瓜生迫

3月４日（月） 地区指定なし

3月５日（火） 医王寺・小野 田中・下古閑

3月６日（水） 門出 星田・滝

3月７日（木） 多々良・大峯・玉の迫 日向・緑ケ丘南

3月８日（金） 葛目・美晴台・風当 桑鶴・大切畑

3月11日（月） 畑・化粧塚・新所 猿帰・灰床

3月12日（火） 高遊（中） 高遊（東・西）・西原台

3月13日（水） 緑ヶ丘・河原団地 地区未加入者

3月14日（木） 地区指定なし

3月15日（金） 地区指定なし

※ ２月25日（月）は、税理士による無料相談を行いますので、
贈与税や消費税など所得税以外の申告がある方や、株・ＦＸ
取引等投資関係の申告につきましては、この日に申告される
ことをお勧めします。（住宅取得控除がある方も対象）
　 また、２月24日と３月３日の日曜日（午前９時～午後４時）
も熊本東税務署、熊本西税務署において申告相談業務が行わ
れます。
※ 地区割当日に申告に来られない方は別の日に申告すること
も出来ますが、割当地区の方を優先しますので、その点はご
了承願います。
※ ３月15日の受付は午前中で終了しますのでご注意ください。

平成25年確定申告

地区日程表
【会　　場】西原村役場 2階　大会議室
【受付時間】8：30 ～ 11：00　13：00 ～ 16：00
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税務署からのお知らせ
確定申告のご案内

　平成 24年分の所得税、個人事業者の消費税・地方消費税及び贈与税の受付期間は、次の表のとおり
となっています。
　確定申告は、納税者自身が所得金額や税額を正しく計算して納税する申告納税制度を採っています
ので、申告と納税は、期限内にお済ませください。確定申告書の提出は、郵送等でもできます。
　申告期限が間近になりますと、申告会場は大変混雑し、長時間かかる場合もありますので、お早め
に申告をお済ませください。

　「国税電子申告・納税システム（ｅ - Ｔａｘ）」では、自宅やオフィス、税理士事務所などからイン
ターネットを利用して、国税に関する各種手続（①所得税、法人税、消費税、酒税及び印紙税の申告、
②全ての国税の納税、③納税証明書の交付請求及び法定調書の提出などの申請・届出等）ができます。
また、平成２４年分以降の贈与税の申告等については、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コ
ーナー」からｅ -Ｔａｘを利用して送信できます。

　　ｅ -Ｔａｘを利用するには
○ 電子証明書等の準備
　※ 電子証明書は、住民基本台帳カードに格納されていますので市役所等の窓口で、住民基本カー

ドを入手し公的個人認証サービスに基づく電子証明書の発行を受けてください。
　　また、別途住民基本台帳カードに適合したＩＣカードリーダライタが必要です。
○ 利用者識別番号等の取得
　※ ｅ - Ｔａｘホームページからオンラインで開始届出書を提出すれば、即時に発行（通知）されます。
○ ｅ - Ｔａｘソフト等から電子証明書等を登録（初期登録）
　※ ｅ - Ｔａｘソフトをインストールし、利用者ファイルの作成、納税用確認番号の登録、電子証

明書の登録等が必要です。
　　なお、ｅ -Ｔａｘソフトは、ｅ -Ｔａｘホームページから無償でダウンロードできます。
★　詳しくは e-Tax ホームページをご覧ください。

阿蘇税務署　　0967-22-0551（代表）　
※ 電話をおかけの際は音声案内に従って２番を選択してください。

　 申告書の作成は国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」が便利です。
国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp
ｅ - Ｔａｘホームページhttp://www.e-tax.nta.go.jp
熊本国税局ホームページ http://www.nta.go.jp/kumamoto/

ｅ -Ｔａｘを利用しましょう

税目 受付期間

所得税 平成 25年２月 18日（月）～平成 25年３月 15日（金）

消費税及び地方消費税 平成 25年１月４日（金）～平成 25年４月１日（月）

贈与税 平成 25年２月１日（金）～平成 25年３月 15日（金）

（注）所得税の還付申告については、１月４日（金）から受付が始まっています。
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役
場
税
務
課

公的年金等を受給されている方へ

所得税の確定申告が不要になる場合があります。
以下の項目に沿って所得税の確定申告の要否を確認してください。

税務署への確定申告
が必要です。
　確定申告書の作成は国
税庁ホームページの「確
定申告書等作成コーナー」
が便利ですので、是非ご
利用ください。

税務署への確定申告
は不要です。
ただし…
１ 　株式等の損失を翌年
繰り越すための申告書
などは提出することが
できます。
２ 　住民税の申告が必要
になる場合があります
（詳しくは、お住まいの
市区町村にお尋ねくだ
さい。）。

税務署への確定申告
が不要になる場合が
あります。

ただし…
　所得税の還付を受ける
ためには、確定申告書の
提出が必要です。

① 公的年金等の収入金額（２か所以上ある場合は、その合計額）が、400 万円以下である

② 公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が、20万円以下である

③ 源泉徴収税額がある

いいえ
はい

はい

いいえ

いいえ はい
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こんにちは！

住 民 課 で す ☎ 279 - 4397
住民課  健康福祉係

風邪やインフルエンザを予防しましょう風邪やインフルエンザを予防しましょう
　厳しい冷え込みと乾燥が続くと、インフルエンザウイルスが蔓延しやすくなります。暴飲暴食や睡眠不
足で体調不良の人は、感染してしまうことがあります。日常生活でできる予防策をとりましょう。
　風邪やインフルエンザは、感染した人の咳やくしゃみに含まれるウイルスを吸い込んだり、手指に付着
したウイルスが口や鼻に触れ、粘膜を通して感染します。冬の乾燥しやすい環境は、のどの粘膜の防御機
能を低下させ、ウイルスを体内に侵入しやすくします。

①ウイルスの侵入を防ぐ

　こまめに手洗い　・ 洗い残しが多い指と指の間もしっかり洗い、清潔なタオルで拭き取りましょう。
　　　　　　　　　　タオルの共有は止めましょう。

　　適度な湿度　　・加湿器や洗面器の湯などを利用し、室内を適切な湿度（50～60％）に保ちましょう。

　 人混みに注意  　・ 体調が悪い時や疲れている時、病気で免疫力が低下している時は、人混みへの外出
を控えるほか、マスクを着用しましょう。

②休養と栄養～体力づくりで免疫力アップ！
　○十分な休養と、ストレスをためない生活を
　　早起き早寝で、健康な眠りを確保しましょう。
　○栄養バランスの取れた食事を
　　 　細胞を強くするビタミンC・ビタミンAが豊富な食材（ほうれん草・ブロッコリー・かぼちゃ
等）、からだを温める食材（しょうが・ねぎ等）を摂りましょう。汁物・スープもお勧めです。

　○適度な運動
　　　ウォーキングや体操、筋力トレーニングなど、無理なく体を動かす習慣をつけましょう。

西原村生涯学習センター図書室
☎ 279-4425

ビートたけし（著）

　どいつもこいつも、“間”
が悪い！　正しい“間”の
取り方がわかっていれば、
どんな世界にいても悪い
ことにはならない。貴重
な芸談に破天荒な人生論
まで、この世で一番大事
な“間”の話。

竹下和男（著）

　いま全国の小・中学
校や高校にまで広がっ
ている「弁当の日」を
知っていますか？子ど
もたちが自分でつくっ
た弁当を持って登校す
る日のことで、いまで
は全国で約 1000 校以
上で実践されているそ
うです。そんな弁当づ
くりの体験を通じて、
子どもたちは自己を肯
定し、親への感謝の気
持ちを持ち、食べ物と
命の大切さに気づきは
じめます。

図書室図書室からのからのお知らせお知らせ

新着図書・おすすめ図書のご紹介

間抜けの構造 できる！を伸ばす弁当の日―
親はけっして手伝わないで工藤　直子（著）

長　新太（絵）

　お茶好きないるかと
ビール好きなくじらが友
達になった。ふたりは散
歩したり、手紙を書いた
り、あこがれのパリに出
かけたりします。ユーモ
アに満ちた友情の日々を
詩と掌編でつづります。ともだちは海のにおい ＊おはなし会＊２月20日㈬の午前11時から行います。

　２月４日は立春。二十四節気のひとつで春の初めをさします。冬至と春分の中間に当たり、昼夜の長短を基準
に季節を区分する場合は、この日から立夏の前日までが春となります。
　そして「春」を勝ち取ろうと、いま受験勉強を頑張っているみなさん！　体調管理に気をつけて、実力が発揮
できることをお祈りいたします。図書室は静かな環境で、学習のお手伝いをしています。ぜひ一度ご利用ください。
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First, I would like to wish everyone a Happy and 
prosperous New Year.
This month's article is about a festival that we 
celebrate on the 25th January every year.
The festival is called “Burns Night”.
Robert Burns was a famous poet from Scotland 
(25th January 1759 ‒ 21st July 1796).
His poetry became well loved in Scotland and also 
other countries around the world.
On Burns Night, people gather to enjoy a night 
of eating, drinking and remember Burns greatest 
pieces of poetry.
People in attendance will recite the most famous 
poetry that Burns wrote.
Haggis, which is Scotland's national food, is served 
on Burns Night and people recite the poem: 
“Address to a Haggis”, a lighthearted poem that 
praises the qualities of the haggis dish.
Peop le  a lso  dr ink  Scotch whisky  wh ich 
compliments the haggis supper.
The evening ends with the singing of “Auld Lang 
Syne.” This song is usually sung on New Years 
Eve around the world.
Burns Night ensures that the people of Scotland 
will never forget the memory of their most famous 
poet.

まずはじめに、皆さん明けましておめでとうございます。
　今月は、毎年１月２５日にお祝いする “バーンズ・ナ
イト ”というお祭りについてご紹介します。
　ロバート・バーンズ（1759 年 1 月 25 日生－
1796年 7月 21日没）は、スコットランド出身の有
名な詩人で、彼の詩はスコットランドや世界中の国々で
大変愛されました。
　バーンズ・ナイトでは、人々が夜集まって飲食を楽し
み、バーンズの詩の素晴らしさを思い出します。
　出席者はバーンズが書いた詩を朗読し、スコットラン
ドの伝統的料理ハギスが振る舞われ、ハギス料理を賞賛
する陽気な詩『ハギスに捧げる詩』を朗読します。さら
に、ハギス料理を祝福し、スコッチ・ウィスキーを味わ
います。
　そして終わりに、『蛍の光』を歌い終宴となります。
この歌は、世界中では大晦日に多く歌われる歌です。
　バーンズ・ナイトは、スコットランド人が有名な詩人
に対する思いを振り返る日でもあるのです。

リッチーのブログ

Richy’s  BlogRichy’s  Blog
vol.4vol.4

　西原村では、風景、人物、イベント、地域資源など西原村の魅力を表現し
たものをテーマに「にしはらむらフォトコンテスト」の写真を下記のとおり
募集中です。
　応募サイズ　：四ッ切またはサービス四ッ切（ワイド可）
　受　　付　　：平成 25 年 2 月 15 日まで（当日消印有効）
　注意事項等　： お一人３点まで（未発表に限る）で、原則として作品の返

却はいたしません。
＊詳しくは、下記までお問い合わせください。

平成24年度「にしはらむらフォトコンテスト」作品募集中！

【応募先・問い合わせ先】  〒 861 2492　西原村大字小森 3259 番地
　　　　　　　　　　　  西原村役場企画商工課「フォトコンテスト係」☎ 279-3111
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みてみて！未来のにしはらヒーロー・ヒロインたち！
「お誕生学級」におじゃまして、写真を撮らせて頂きました。みんなむぞらしかですね！

梅
うめ

野
の

　紗
さ

衣
え

ちゃん 田
たば

畑
た

　　遼
りょう

くん

雅道さん ･知子さん（小森） 孝浩さん･由佳さん（高遊中）
おしゃべりが大好きです。

お友達をたくさんつくりたいです。
元気いっぱい、大きくなりました★
たくさんお友達つくりたいです♪

三
み

浦
うら

　龍
りゅう

太
た

くん

泰さん ･惠子さん（布田）
早く大きくなってお兄ちゃんに
ひと泡ふかせたいな♡

田
た

山
やま

　蒼
そ

空
ら

くん

裕理さん ･美里さん（小森）
お誕生日おめでとう★これから
の成長が益々楽しみです。

藤
ふじ

田
た

　千
ち

颯
はや

くん

和也さん･玲緒奈さん（古閑）
お兄ちゃん大スキ♡兄弟仲良く
元気に成長してね♡

献血にご協力を!!
   献 血 実 施 日　３月６日（水）
   会場・受付時間　【西 原 村 役 場】　9時30分から11時30分まで・12時30分から13時30分まで
　　　　　　　　　【ナカヤマ精密㈱】  14時30分から16時30分まで
 

※ 献血カードをお持ちの方は、当日ご持参ください。400ml献血は、年間、男性は３回･女性は２回
までです。
※ 今回（1月16日以降の献血）から献血者に対するインフォームドコンセントとして「献血同意説明
書」が導入されます。目的・運用について適切な血液事業をおこなうため献血センターより受付
時に説明があります。
【問い合せ先】熊本県赤十字血液センター ☎384 6725　または役場住民課 ☎279 3111

　献血できる方は、男性 17 才 ･ 女性 18 才以上、69 才までで体重 50
㎏以上 ( 男女とも ) の方です。熊本県では年１回のみの献血者が 70%も
います。そこで、県赤十字血液センターでは献血減少期 (1 ～ 4 月 ) の
400ml 献血の推進のため、One More 献血キャンペーン実施中です！
　10月 1日以降献血された方で、今回献血されるとオリジナルグッズが
もらえます。（４月末日まで有効）上記日程で実施されますので、ご協力
をお願いします！
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役場総務課 防災係 ☎279－3111【内線211】

自分自身の防災力を高めましょう。
【防災行政無線戸別受信機】【防災行政無線戸別受信機】
　西原村では、防災行政無線の戸別受信機を無料
で各戸に貸出しを行っています。防災無線は災害
等が発生し、電気がストップした場合でも内蔵の
乾電池により情報を受信する事が出来ます。

　戸別受信機の電池交換（１年に１回程度）、及び
コンセントの確認をお願い致します。また近年老
朽化と思われる「雑音が入る、受信しない」など
故障の報告が多数あります。その場合は、お手数
ですが下記までご連絡下さい。

国保通信備えあれば…

災いを防ぐ!

住民課 国民健康保険（給付）☎279－4389

子育てひろば
おひさまおひさま通信通信

　まだまだ寒さの厳しい日が続きますが、そんな中にも、花のつぼみが膨らみ始めたり春の足音
が聞こえてきそうです。子育てひろばでは、ぽかぽか暖かい日は、砂場で遊んだり、お母さん方も、
テラスのひなたぼっこで子どもさんを見守りながら、子育てや家庭内のあんな事こんな事 ･･･ お
しゃべりしながら過ごされます。そこで子育てのヒントを得たり、元気をもらって帰られます。
初めての方も、ぜひ　遠慮なく覗いてみてください。

　にしはら保育園では、家庭において、一時的に保育をする事が困難になった乳幼児について、一時預か
りを行っています。ご相談ください。　　にしはら保育園☎279‒2054　子育てひろば☎279‒ 3252

■２月の活動予定■

● 図書室訪問　20日
　　　　　　　（毎月、第３水曜日・11時～）
　図書室訪問は、役場横『山河の館』内の
図書室に行きます。読み聞かせや手遊びな
ど楽しんでいただけます。直接行かれる方
は、11時に図書室へお越し下さい。子育て
ひろばは、10時 45分に出発します。
● おひなさま作り
※  随時、企画してお知らせするものもあり
ますので、『子育てひろば』までお気軽
にお越しください。

■ 12 月の活動■

● クリスマス会 ･･･ おてだまクラブ「茶
ちゃ

々
ちゃ

」さ
んによるパフォーマンス。皿回しやジャグリ
ングなど楽しみました。歌やダンス、教育長
のギター演奏、サンタさんの登場で盛り上が
りました。
● ピザ作り ･･･ たんぽ
ぽハウスにて、ピザ
作りをしました。生
地からこねて、トッ
ピングをして ･･･ お
いしそうなピザが出
来上がりました。

〈平成 24年 12月末現在〉
国保加入世帯数　1,064 世帯　△ 8
被 保 険 者 数　2,029 人（111 人）　△ 12
　※（　）は退職被保険者数　比較は前月末
12月支払（10月診療分）
　療養給付費（一般＋退職）：39,105,426 円

■ワンポイントこくほ
～脂質異常の改善のために～

　脂質異常の状態が続くと、動脈硬化を引き
起こし、日本人の死因 1位のがんについで 2
位 3位である心臓病、脳卒中さらに血管性認
知症等多くの病気の原因になります。
　改善するには適度の運動はもちろん、食事
の質を考えることも重要です。かむ回数を増
やす、肉を魚に変える機会を増やし、野菜を
毎日食べる、間食を減らす、脂っこいものや
肉の脂身を避ける等をすることで、脂質異常
を改善することができます。

■
中
段
の
赤
い
ラ
ン
プ
は

　

電
池
交
換
時
期
で
す
。

■
前
カ
バ
ー
を
ス
ラ
イ

　

ド
し
て
電
池
交
換

⬅⬅
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　人間尊重の精神を基底にし、「生涯元気なにしは
らづくり」を掲げ、自然豊かな郷土と命あるもの
を愛する人づくり及び地域力の醸成を図るため、
地域に根ざした活力ある教育事業を推進します。
Ⅰ．社会教育の充実
　社会教育の充実につきましては、教育委員会と
社会教育委員会・文化財保護委員会・スポーツ推
進委員会により、青少年健全育成村民会議・人権
同和教育推進協議会・ＰＴＡ連絡協議会・子ども
会連合会・女性活動推進協議会・体育協会などの
活動支援を行いながら、西原村における社会教育
のあるべき姿を追求しています。
　特に社会教育委員会では、生涯学習等の住民に
身近な社会教育の場をしっかりと確保するための
施策の検討が随時行われています。
　これまで社会教育が公民館活動等をとおして地
域づくりに果たしてきた役割や成果を再確認する
とともに、今後様々な機会を捉えて、社会教育の
必要性、重要性を強くアピールすることが求めら
れています

１．人格形成の支援
　 　人格は教育だけで形成されるものではありま
せん。勉強ができるから、学歴があるから人格
者ということにはなりません。乳幼児期からの
生活環境や成長段階に応じた様々な体験や経験
を通して思考を働かせることで、情緒力・想像
力・思考力・判断力・表現力・創造力等を養い
人格形成の基礎を育むことになります。
　 　豊かな感性を育てるためにも、成長段階に応
じた生活体験や社会体験、また、世代間交流等
異年齢交流も大切なことであります。
　 　このようなことから、高いモラルを持って、
善悪の判断が正しく出来て、自分を律し、社
会や国家という「公」への奉仕の精神や、愛情
をもった真剣で積極的な行動を行うことができ
る、いわゆる「生きる力」の育成を図るための
施策を講じます。
　＊年齢層等（乳幼児期・児童生徒期・青年期・
　　壮年期・高齢期・女性）に合った支援
２． 公民館（生涯学習センター）活動と生涯学習
の充実・・・次号掲載

教育委員会　

　西原村教育振興基本計画　西原村教育振興基本計画（2012・1月策定）（2012・1月策定）

（「生涯元気なにしはらづくり」教育プラン）抜粋（「生涯元気なにしはらづくり」教育プラン）抜粋
＊第 2章　 計画策定の基本方針と計画

的に取組むべき施策

農業委員会からのお知らせ
　3月の農業委員会への申請受付の締切りは、3
月 8日（金）です。
　内容確認・調査等が必要であり、書類等に不
備があれば委員会に掛けることが出来ないこと
もありますので、早めの申請内容のご相談、申
請書の提出をお願いいたします。
　農地の売買・貸し借り・転用等を計画されて
いる方は産業課農業委員会事務局又は地元農業
委員まで早めにご相談・ご連絡をくださるよう
お願いします。
　農業委員会の開催日は 3月 25日（月）の予定
です。　　　　　　  農業委員会　☎ 279-4396

　平成25年度のスポーツ安全保険の加入受付を3月
から開始します。万一のケガや賠償責任に備えて加
入しましょう。団体での活動中、及び団体活動への
往復中の事故を補償します。保険の内容は傷害保
険・賠償責任保険・突然死葬
祭費用保険があります。掛
金は中学生以下の子どもが
年額800円～、高校生以上の
大人については活動内容に
よって金額が異なりますの
で、詳しくは教育委員会まで
お問い合わせください。
【問い合わせ先】西原村教育委員会　☎279-4424

スポーツ安全保険に加入しましょう！
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き
ず
つ
け
ら
れ
て
き
た
水
俣
病
患

者
の
み
な
さ
ん
。
し
か
し
、
前
田
さ
ん

を
は
じ
め
、
水
俣
病
患
者
の
人
た
ち
は
、

本
当
に
長
い
間
、
そ
の
苦
し
さ
に
耐
え

な
が
ら
、
負
け
ず
に
生
き
て
こ
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
水
俣
か
ら
学
ぼ
う
！
」
の
学

習
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
こ
と
や
学

校
で
の
生
活
に
つ
い
て
も
考
え
る
時
間

を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
道
徳
の

学
習
で
は
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
、
差
別

を
受
け
る
水
俣
病
患
者
や
そ
れ
を
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
す
る
人
の
立
場
を
経
験
し

ま
し
た
。
す
る
と
、
私
も
、
水
俣
病
患

者
の
立
場
に
近
い
経
験
を
し
た
こ
と
が

あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

４
年
生
の
三
学
期
の
あ
る
日
、
掃
除

が
終
わ
っ
た
後
の
こ
と
で
し
た
。
遊
ぶ

約
束
を
し
て
い
た
友
達
ど
う
し
の
会
話

の
中
で
、「
絶
対
に
恵
ち
ゃ
ん
は
さ
そ

わ
な
い
で
ね
。
さ
そ
わ
れ
て
も
断
っ
て

ね
。」
と
話
し
て
い
る
の
が
、
私
の
耳
に

「水俣から学ぼう」の学習を通して
河原小学校　５年
永野　　恵さん

入
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、私
は
、（
私

が
一
緒
に
遊
ん
だ
ら
ダ
メ
な
の
。）（
ど

う
し
て
私
だ
け
。）（
何
か
私
悪
い
こ
と

し
た
？
）（
私
だ
け
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ

て
い
る
の
で
は
。）、（
私
は
み
ん
な
に
嫌

わ
れ
て
い
る
の
か
な
。）
と
思
い
ま
し

た
。
学
校
か
ら
の
帰
り
道
、（
も
う
そ

の
友
達
と
は
遊
べ
な
い
の
か
な
？
）
と

思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
、
そ
ん
な
こ
と
を

言
っ
た
の
か
、
私
は
結
局
そ
の
友
達
に

聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
時
の
こ
と
は
、
今
で
も
思
い
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
自
分
の
中

で
た
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
お
父
さ

ん
に
は
話
し
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
友
達

に
、
言
い
た
い
、
聞
き
た
い
と
思
っ
て

い
た
け
ど
、
言
え
な
か
っ
た
私
。
返
っ

て
く
る
答
え
が
こ
わ
か
っ
た
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
差
別
を
受
け
て
い
た
水
俣
病

患
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
こ
と
に
逃
げ

ず
に
、
ず
っ
と
向
き
合
い
続
け
て
い
る

の
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
が

言
わ
な
い
と
、
い
や
な
思
い
を
ず
っ
と

持
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、

立
ち
上
が
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
時
の
私
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
今
は
言
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
！

と
思
い
ま
す
。
自
分
が
悪
く
な
い
と

か
、
正
し
い
と
思
っ
た
こ
と
を
言
わ
な

い
と
、
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
か
ら
で
す
。

逆
に
、
自
分
で
も
、
友
達
を
傷
つ
け
て

し
ま
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
友
達

に
声
を
か
け
ら
れ
た
私
は
、
別
の
こ
と

で
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、「
何
！
」
と
強
く
言
い
返
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
傷
つ
け
た
こ
と
も
知
ら
ず
、

あ
や
ま
る
こ
と
も
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
の
言
葉

で
、
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
を
私
に
話
し

て
く
れ
、
私
は
は
じ
め
て
友
達
を
傷
つ

け
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
自
分

が
い
や
に
な
っ
た
り
、
不
安
に
思
っ
た

り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
言
わ
な
い
。
も

し
、
言
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
自
分
か
ら
あ
や
ま
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
回
の
学
習
を
通
し
て
、

私
は
、
無
理
な
お
願
い
な
ど
に
は
、
自

分
か
ら
は
っ
き
り
と
断
る
こ
と
が
で
き

る
勇
気
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
自
分
の
考
え
や
思
い
を
、
は
っ

き
り
と
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

悩
ん
だ
り
、
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
っ
た

り
し
て
い
る
友
達
の
話
を
し
っ
か
り
聞

く
こ
と
が
で
き
る
人
に
も
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
思
い
に
さ
せ

た
側
の
気
持
ち
も
聞
く
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
言
っ
た
側
に
も
、
何
か
理
由
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
友
達
と
仲
よ

く
、
こ
れ
か
ら
も
過
ご
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

い
の
ち
の
教
育

人
権
を
考
え
よ
う　

〜 

小
・
中
学
生
人
権
作
文 

〜

　

昨
年
12
月
2
日
に
、
西
原
村
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
小
中
学
生
に

よ
る
人
権
に
関
す
る
作
文
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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派
遣
労
働
者
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
ご
案
内

　

熊
本
労
働
局
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

派
遣
労
働
者
や
こ
れ
か
ら
派
遣
労
働
と

い
う
働
き
方
を
お
考
え
の
皆
様
を
対
象

と
し
て
、
労
働
者
派
遣
法
及
び
労
動
基

準
法
等
の
労
働
関
係
法
令
や
労
働
者

派
遣
制
度
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
説
明
会
と
、
派
遣
労
働
に
関
す
る
相

談
や
正
社
員
へ
の
就
職
等
、
個
別
相
談

に
応
じ
る
相
談
会
を
内
容
と
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
下
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
。（
定
員
30
名
）

開
催
日
時
・
場
所
等

　

２
月
15
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
本

　
　

熊
本
市
中
央
区
大
江
６

１

38

　
〔
電
話
０
９
６

３
７
１

８
６
０
９
〕

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容

﹇
１
﹈ 

説
明
会
（
説
明
会
の
み
の
参
加

可
能
。）

・ 

労
働
者
派
遣
法
と
労
働
者
派
遣
の
し

く
み
に
つ
い
て

・
労
働
基
準
関
係
法
令
の
ポ
イ
ン
ト

﹇
２
﹈
相
談
会

・
労
働
者
派
遣
に
関
す
る
こ
と

・
正
社
員
へ
の
就
職
な
ど
の
相
談

【
参
加
申
込
先
】

　

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部

　

需
給
調
整
事
業
室

☎　

０
９
６

２
１
１

１
７
３
１

Information

第
10
回
森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室

　

熊
本
県
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に

県
内
各
地
の
森
林
で
森
林
自
然
観
察
・

体
験
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
月

は
宇
城
市
の
三
角
岳
で
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

2
月
17
日
（
日
）
雨
天
決
行

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

受
付
９
時
30
分
か
ら

集
合
場
所　

宇
城
市
三
角
支
所

内　

容　

三
角
岳
登
山

　
　
　
　

森
林
自
然
観
察

募
集
定
員　

40
名

参 

加 

費　

５
０
０
円

（
小
学
生
以
下
３
０
０
円
）

申
込
方
法　

　

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
載
し
て
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話

で
の
受
付
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
県
森
林
整
備
課　

　

☎
０
９
６

３
３
３

２
４
４
１

【
申
込
先
】

　

〒
８
６
２

８
５
７
０

　
（
住
所
記
載
不
要
）　

　

熊
本
県
森
林
整
備
課
み
ど
り
推
進
班

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
６

３
８
３

７
７
０
４

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

shinrinseibi@
pref.kum

am
oto.lg.jp

阿蘇世界文化遺産リレーコラム  ～わがまち自慢の世界遺産～
　阿蘇世界文化遺産リレーコラム第５回は、産山村から、「扇田」と「池山水源」についてのご
紹介です。

○扇田
　扇田は、山あいの浸食された土
地を開墾したもので、扇状にひろ
がる地形を活かして等高線状に作
られており、現在は全国棚田百選・
うまい米作り百選に選ばれていま
す。水田への用水は、1,300 ｍ上
流の熊本県名水百選の山吹水源か
ら飲料水としても利用できる清流
を直接導入しています。
　この扇田と原生林に囲まれた山
吹水源や野の花（ヒゴタイ、ユウ
スゲなど）は、自然派カメラマン
に賞賛されています。

○池山水源
　全国名水百選に選定されている
池山水源は、恒温 13.5℃、毎分
30ｔという豊富な湧水を誇ってい
ます。一帯は、樹齢 200 年以上と
いわれる巨木群に囲まれ、湧水は
玉来川となり大野川へ合流し、遠
く別府湾へと注いでおり、熊本の
おいしい水の代表です。
　産山村で最も多くの観光客が訪
れる観光スポットでもあり、県内
外の方々から毎日水汲みに訪れて
頂いています。
　また、地元ガイドによる池山水
源を活用した地域散策や観光振興
の取組みも活発に行われています。

コラム第５回 「扇田」と「池山水源」 担当：産山村

　◆次回は、高森町の「わがまち自慢の世界遺産」についてご紹介します！
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西原村

「脱　皮」
　今年は巳年、成長への脱皮の年にしたい。一度
身に付いた観念や生活習慣からはなかなか抜け出
せない。自分の欠点に気付いていてもその改善につ
いては一向に進まない。自分はどんな脱皮がしたい
のか、脱皮をした後のイメージだけでも描きたい。
地域や組織体・自治体・国・世界の理想的な姿へ
の脱皮にも期待したい。

　「幸運を呼ぶヘビの抜け殻」

ＯＮＥ　ＳＨＯＴ

　写真は、西原中学校で行われた「西原村冬あかり」
に伴うキャンドルシェード作りの様子です。１年生
が、商工会の方々の協力を得ながら製作しました。

総務課 279-3111
企画商工課 279-3112
教育委員会 279-4424
議会事務局 279-4364
会計課 279-4394
税務課 279-4395
産業課
経済係《農業委員会》 279-4396
土木建築係 279-3114
地籍調査係 279-4417
住民課
住民・環境衛生係 279-3113
健康福祉係 279-4397
国保係 279-4389
にしはら保育園 279-2054

　 土日、祝日は 279-3111へ
　 お願いします

構造改善センター 279-3890
社会福祉協議会（のぎく荘）

279-4141
生涯学習センター（山河の館）

279-4425

　　　（前月比）
人口　　7,086人（－13）
男性　　3,453人（－ 1）
女性　　3,633人（－12）
世帯数　2,517世帯（－３）
高齢化率　24.7％
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

村のうごき
●12月31日現在の人口です

おくやみ申し上げます
平成25年１月14日現在
故人名（年齢） 遺族氏名 地区名
中村　久則（58）
田屋　　稔（86）
渡邉マスミ（88）
坂本　時義（91）
田上アイメ（82）

中村　貞勝
田屋タツエ
渡邉　秋男
坂本　敏信
田上　　聰

瓜生迫
上布田
宮　山
袴　野
下小森

役場各課・係　直通ダイヤル ☎

村の機関☎

お誕生おめでとうございます。
平成25年１月14日現在

氏名（地区） 生年月日 保護者

藤
ふじ

川
かわ

　伊
い

吹
ぶき
くん （万徳）

金
かね

子
こ

　愛
あい

奈
な
ちゃん（星ヶ丘）

藤
ふじ

本
もと

　夕
ゆう

星
せい
くん （宮山）

石
いし

原
はら

　　里
さと
ちゃん（高遊中）

渡
わた

辺
なべ

　琉
る

聖
い
くん   （高遊中）

Ｈ24, 12,16
Ｈ24, 12,30
Ｈ25, １,２
Ｈ25, １,５
Ｈ24, 12,29

和幸さん
昌樹さん
哲也さん
誠也さん
恵介さん
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西原村社会福祉協議会
熊本県阿蘇郡西原村大字小森572
☎ 279-4141
　 279-4140相談専用
℻ 279-4388299号

みんなで楽しく手話入門講座みんなで楽しく手話入門講座

第17回  のぎくまつりボランティア募集！
日　　時　平成25年2月24日（日）　午前8時30分～午後4時までの間で都合の良い時間
場　　所　地域福祉センター・のぎくまつり会場
活動内容　 自分にできることで、楽しく参加してみませんか？個人でもグループでも結構です。いろ

いろなボランティア活動がありますので、希望される活動又は、下記の活動(例)等について
事前にお気軽にご相談ください。

【活動例】　 高齢者の方々の介助や送迎、見守り、話し相手、食事の準備や演芸大会の補助、福祉施設
等の製品販売、バザー運営協力、炊き出しや餅つきの協力、各種模擬店の出店や販売協力、
受付や食券の販売、写真やビデオの撮影、会場設営や片付け、アトラクションへの協力など。

◎ ボランティアについてのご相談は、お気軽に“西原村ボランティアセンター”へ!
　また、のぎくまつり開催に関するアイディアやご意見などもお寄せください。

初めての方も大歓迎！一緒に学びましょう！
１．目　的　　 聴覚障害者の主な伝達手段である手話を学ぶことにより、聴覚障害者の理解と日常生活支援

につながるボランティアの発掘、育成を目的とします。
２．主　催　　社会福祉法人 西原村社会福祉協議会
３．期　日　　平成 25年３月５日 (火 )、12 日 ( 火 )、19 日 ( 火 )、26 日 ( 火 )
　　　　　　　午後７時から９時まで（毎週火曜日の、４回コース）
４．場　所　　西原村地域福祉センターのぎく荘 会議室
５．受講者　　村内の方で手話を学びたい方なら誰でも受講できます。
　　　　　　　出来る限り毎週受講できる方とします。（１５名程度）
　　　　　　　　※入門講座ですので初めての方でもＯＫ！
６．受講料　　無　料
７．講　師　　熊本県ろう者福祉協会
８．申し込み締切日  平成 25年２月 22日（金）まで
９．申込先　　社会福祉法人 西原村社会福祉協議会　
　　　　　　　〒 861-2402 西原村大字小森５７２番地
　　　　　　　℡２７９－４１４１　Fax ２７９－４３８８
　　　　　　　（E ﾒｰﾙ nisihara-nogiku.4141@wonder.ocn.ne.jp）
　　　　　　　下記の申込必要内容を、電話又はFAX、E ﾒｰﾙでご連絡ください。 　
　　　　　　　　◎《住所・氏名・電話番号》
10．その他、中学生以下は保護者の承諾が必要です。
　　※講座終了後も、手話サークルの仲間と定期交流学習会にも参加できます。

　山西・河原両小学校の児童の皆さんが育てて収穫した「もち米」
をのぎく荘で使ってくださいと持って来てくれました。のぎく荘利
用者の方々の昼食や、2月 24 日 ( 日 ) の〝のぎくまつり〞で大切
に使用させていただきます。
　皆さんありがとうございました。

山西・河原両小学校より「もち米」をいただきました。
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ふれあいいきいきサロン活動報告

　共に楽しく活動
していた中心的存
在の森田健次郎さ
んが転出されるこ
とになりました。
仲間との別れに寂
しさを隠しきれな
い様子のみなさん。
森田さんからは「い
つまでも、みんな

でともそう、福祉の灯」妻が作った句です。道端にたてられた看
板を見た時には思い出して下さいとお別れの言葉がありました。

　クリスマスを
飾るリース作り
では、オリジナ
ルリースが完成
しました。「わ
あ～あたがつは
ええな～」とお
互いを褒めあい
ながらも「ま～
だ飾りよっとな

～」などと最後まで飾り付けされてる方には茶々を入れ
つつ楽しく作ることが出来ました。

　年末の締めく
くりは恒例の施
設訪問。まるで
家に居るかのよ
うにアットホー
ムな雰囲気で話
も弾みました。
　「な～んもな
いけんビールで
ん出しなっせ

～」など気遣いをされる場面もあり笑顔がはじけた瞬間
でした。

　新年会の集ま
りは「鏡開き」
です。「やっぱ、
こうして出会え
ることは嬉しい
し楽しみです」
と話されます。
　今後は、毎月
第1火曜日を
集まりの日と定

め、楽しみの場を増やしていかれる予定です。

お 礼

集落名 故人氏名 遺族氏名
瓜生迫 中村　久則 中村　貞勝
布田 田屋　　稔 田屋タツエ
益城町 和田　幸夫 和田ミヨ子
宮山 渡邉マスミ 渡邉　秋男
下小森 田上アイメ 田上　　聰

集落名 氏　名 金　額
万　徳 東　ハツ子 10,000 円
布　田 田屋　タツエ 200,000 円

西原中平成９年卒業同窓会 5,820 円
門　出 白山姫神社 20,000 円
下小森 田上　聰 200,000 円

　　　　　次の方々より福祉事業に役立ててくださいとご寄
附いただきました。

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意に添うべく、
社会福祉のために有効に使用させていただきます。ありがとうご
ざいました。
　〔敬称略させていただき掲載については承諾を得ています。〔１月17
日受付け分まで掲載〕

　次の方々より故人のご供養のため社会福祉
協議会に多額の寄附をいただきました。故人
のご冥福をお祈りしますと共に心からお悔や
み申し上げます。

香典返し
一般寄附

子育てサポートセンター・のぎく活動報告

葛　目 星　田

前　鶴 小　野

　のぎく荘利用者の方々とふれあいなが
らお母さんのお迎えを待つ三浦ここの
ちゃんとあねむちゃん姉妹は協力会員の
大田黒正美さん（左）と過ごします。の
ぎく荘に来るなり「おじいちゃん達の所
へ行って良い？」と元気いっぱい廊下を
走って行きます。

　森本楓士くん悠太くん兄弟はお母さん
と離れる淋しさをグッと我慢、協力会員
の千原輝子さんと共に過ごしました。動
物とふれあい泥んこになりながら自然を
満喫しました。

21　広報西原２月号



（5,000円以上の方々）
松永　範雄 5,000 円
岩本　健治 7,000 円
藤本　一雄 5,000 円
福島　好信 5,000 円
坂本　洋子 5,000 円
水上　尚三 20,000 円
坂本　隆博 5,000 円
荒木　ミツ 10,000 円
海東　　磨 5,000 円
高本　宏三 16,000 円 
坂田恵美子 5,300 円
一木　　康 5,000 円
須藤　　睿 5,000 円
須藤　　香 10,500 円
松岡　春雄 10,000 円

中西シヅ子 5,000 円
久保田博美 10,000 円
松本　英人 5,000 円
秋吉　　隆 5,000 円
馬場　泰隆 20,350 円
松本　栄喜 17,400 円
緒方　義秋 13,400 円
平野　信義 13,300 円
林田　光信 12,630 円
草野　信義 12,299 円
久野　道秋 12,000 円
林田　節男 10,845 円
河上　　喬 10,000 円
古閑　八郎 10,000 円
久野富美子 6,615 円
馬場　梅香 6,000 円

中村　久子 6,000 円
小城　幸雄 5,905 円
矢野セイ子 5,000 円
林田　光善 5,000 円
小城サナエ 5,000 円
首藤　福丸 5,000 円
松浦　茂次 5,000 円
国武　　仁 5,000 円
笠　　芳子 5,000 円
中村　正澄 5,646 円
藤森　徳次 5,400 円
永野　知覚 5,117 円
戸田　輝久 5,000 円
永野　正二 5,000 円

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金
みなさまのご協力により本年度も目標を達成することができました。

平成24年度募金総額 3,629,978円
西原村老人クラブ連合会 （単位クラブ会員1,068名他）1,392,603円

戸別募金 864,700円（1,636件）（区長様を通じて各世帯にお願いする募金）
法人募金 830,000円（99件）（企業納入業者を対象にした募金）
50,000 俵山交流館　萌の里
35,000 社会福祉法人　致知会　真和館
30,000 永広医院
20,000 ㈱坂本技建

㈲山下工務店
阿蘇ミルク牧場
のむら内科クリニック
アヴァンセ・シム

10,000 ㈱下村組
㈱高橋工業
㈾坂本商店
㈳家畜改良事業団熊本種雄牛センター
㈱内田陸運
㈲大阿蘇清掃社
㈲小栗商店
㈲加藤ファーム
㈲九州原皮商会
㈲ケイシン工業
㈲月岡樹芸園
㈲西原タクシー
ＪＡ阿蘇西原中央支所
阿蘇森林組合西原支所

10,000 エーザイ生科研㈱
㈲久保田芝産業
熊本県中古自動車販売協会
桑田歯科医院
松本製材所　　
ナカヤマ精密㈱熊本工場
西阿蘇酪農業協同組合
肥後木村組㈱西原益城生コン研究所西原工場
みどりの館
㈱東光物産
俵山温泉　泉力の湯
㈱吉岡板金工業
㈱西原エコ・グリーン
赤尾歯科クリニック
㈲広瀬
桂商店
高橋工務店
高橋工芸建築㈱
㈱グリーンパワー阿蘇
㈱松川生コン販売
にしはら葬祭
貴田自動車

6,000 ㈲コッコローチキン
5,000 ㈱共和　熊本工場

㈱クリスタル光学
㈱清光園芸　熊本支店
㈱セイブ
㈱田代食品
㈱東京カソード研究所九州事業所
㈱西原カントリー阿蘇グリーンヒルカントリークラブ
㈱西本真生堂　西原店
㈱三井電器　熊本工場
㈾オクムラ工芸
㈲味の山一
㈲泉技研
㈱岩本屋産業
㈲カーライフジャパン
㈲外輪山バーベキュー
㈱堀場エステック阿蘇事業所

5,000 ㈲後藤商店
㈱三和
四季即贅喰
㈲南利クレーン
㈲廣瀬製作所
㈲藤田工作所
㈲堀田建設
㈲松岡工務店
㈲ライフプランニング
グランドチャンピオンゴルフクラブ
米田木材
㈲三省管工
三陽開発㈱肥後サンバレーカントリークラブ
セブンイレブン 阿蘇西原店
テクノデザイン㈱
日置工業㈱
ローソン阿蘇西原店
㈲棟映開発
日本ガスケミ㈱
フレッシュダイレクト　　　
㈲ひがし農園
志内商店
内田ライスセンター
㈲フルケン
宮田リサイクル
西原カーテック
ボディショップ・オガタ
ファミリーマート阿蘇西原店

3,000 ㈱インターナショナルケミカル
㈱チゥキヨー熊本事業所
㈱東光石油　西原給油所
句膳茶屋　実の花
坂金製菓㈱熊本工場
マルキン食品㈱阿蘇工場
お食事処　やまの囲炉
くまもと長寿苑そよ風
首藤板金

2,000 火の鳥パラグライダースクール

イベント募金 43,913円
（ふれあいまつりでご協力いただく募金）

※敬称略・順不同にて掲載させていただいております。
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一般募金 50,710円
利子 48 円
のぎく荘募金箱 14,618 円
土林サロン 5,500 円
ラピス 10,000 円

シルバー人材センター 20,000 円
久保田勝喜 544 円

（６件）（個人大口以外のご協力をいただく募金）
学校募金 40,526円
山西小学校児童会     26,412 円
西原中学校生徒会 14,114 円

（２件）（児童生徒を対象にした福祉教育を目的とした募金）

協力店募金 32,769円
坂本商店募金箱
ミルクの里募金箱
萌の里募金箱
阿蘇グリーンヒルカントリークラブ募金箱
泉力の湯募金箱
小森簡易郵便局募金箱
四季即贅喰募金箱

西本真生堂募金箱
宮田商店募金箱
グランドチャンピオンゴルフクラブ募金箱
阿蘇ミルク牧場募金箱
西原南簡易郵便局募金箱
東光石油募金箱
シルバー人材センター募金箱

（14件）（店頭等に募金箱を設置協力お願いする募金）

個人大口募金

須藤文代 10,000 円
古閑毎日グラウンド 5,000 円
秋吉誠二 5,860 円
永田ツヨ子 4,000 円
笠　芳子 10,000 円

（５件）（1,000円以上の個人を対象とした募金）
34,860円

職域募金 339,897円（17件）（従業員や職員を対象とした募金）（図書カード・ボールペン）
西原村民生児童委員一同 16,830円
西原村社会福祉協議会理事会一同 80,000円
西原村社会福祉協議会評議員有志 19,800円
㈱三井電器熊本工場職員一同 4,888円
西原村村議会議員互助会 11,000円
平成24年区長会有志 12,932円

西原村身体障害者福祉協会有志 14,037円
西原村相談員連絡協議会有志 35,200円
にしはら保育園職員一同 10,510円
西原村役場職員一同 33,500円
西原村社会福祉協議会職員一同 41,500円
西原中学校職員一同 9,500円

河原小学校職員一同 5,500円
山西小学校職員一同 15,000円
高遊原南消防本部職員一同 18,200円
西原村商工会職員一同　　 11,000円
その他　 500円

◆ 配分金の流れ ◆
　　平成23年度募金総額　3,674,838円（熊本県共同募金会へ全額送金）

⬇
　　平成24年度配分総額　3,342,838円（次年度西原村社会福祉協議会へ配分）

⬇
西原村社会福祉協議会へ配分されたお金でこのような事業を行っています西原村社会福祉協議会へ配分されたお金でこのような事業を行っています

高齢者福祉活動費　688,000円 児童・青少年福祉活動費　519,000円

90才以上お祝い訪問、ダイヤモンド婚、金婚式、伝承遊び交
流会、福祉球技大会、老人クラブ活動助成、シルバーボラン
ティア活動助成

障害児・者福祉活動費　583,000円

県・郡スポーツ大会、親睦会、球技大会、地域座談会、無料貸
出福祉用具の整備、社会参加活動支援、りんどうの会、輝き大
会、手話講座、手話サークル活動支援

住民全般福祉活動費　1,552,838円

ボランティア連絡協議会活動支援、ボランティア入門講座の開
催、ボランティア保険加入助成、緊急連絡カードの配備、のぎ
くまつり開催、ふれあいサロン活動助成

小中学校ボランティア協力校助成、ボランティアスクール、ボラ
ンティア体験学習、小中学校によるやまびこだより、総合的な学
習支援、小学生写真コンクール、ワークキャンプ、宿泊交流会
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「河原小学校に『渡辺文庫』が開設」スポットライトpot Light
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表紙説明
　今月の表紙は、1月13日に挙行さ
れた成人式の写真です。
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「二色サラダ」「二色サラダ」

作り方材料（1人分）
ブロッコリー 20ｇ
カリフラワー 20ｇ
コーン 10ｇ
マヨネーズ 2ｇ
酢 1ｇ
砂糖 0.6ｇ
塩 0.1ｇ
こしょう 少々
白ワイン 少々
糸かつお節 適量

① ブロッコリーとカリフラワーを食べ
やすい大きさに切り、ゆでる。
②コーンもゆで、冷やしておく。
③Ａの材料で、ドレッシングを作る。
④ ①、②、③と、糸かつお節をあわせ、
味を整えできあがり。

作っちゃおう

食べちゃおう！

山西小学校
１月22日給食

　1月８日、３学期の始業を迎えた河原小学校に、「渡
辺文庫」が開設しました。
　この文庫は、昨年１月、在職中に亡くなられた渡辺
校長のご遺族から、子ども達のためにと河原小学校に
贈られた金一封を基としています。
　渡辺校長が、身をもって示された「命の尊さ」を
テーマとする絵本類が文庫として選書されています。
　始業式では、「渡辺文庫」の披露が行われ、児童を
代表して６年の久野隆幸君が、渡辺校長のご遺族であ
る長男の大祐さんへ感謝の言葉を述べました。
　また、大祐さんからは、「家族や仲間に感謝する気
持ちを持って、日々を送ってください。」と子ども達
へ想いを伝えられました。
　河原小学校では、今後、「渡辺文庫」をさらに充実さ
せ、児童の心の成長に役立てていきたいとの事です。

＊ ブロッコリーとカリフラワーは、キャベツ科の野菜で、ビタミンＣがとても豊富です。
　マヨネーズを基本にしたドレッシングは、いろいろなサラダに使えます。
　和風サラダにする際は、薄口醤油を使うとよいです。
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